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JENESYS2021 日インドネシア・オンライン交流（若手ジャーナリスト）の記録 

 
１．概要 
【目的】インドネシアの若手ジャーナリストが、(1)日本の報道関係者との意見交換を通じて、日本

の報道姿勢を学ぶと共に、関係者間の親睦を深めること、(2)日本とインドネシアの架け橋として活

躍が期待される彼らに、日本の社会、産業、文化についての理解を深めてもらうこと、を主目的に本

プログラム業を実施しました。 
 
【参加者】インドネシアの若手ジャーナリスト等 計 33 名 
 
【訪問地】京都府、東京都、北海道 
 
【日程】 

日付 
訪問地 

内容 参加者の質問・反応 

以下の参加人数：25 名（他のプログラムと合同で実施） 

2021 年 
10月6日 
京都府 
 

【ウェビナー・質疑応答】 
友好都市講義 
1. 「一般社団法人てこらぼの事業概要」  

講師：一般社団法人てこらぼ代表理事 

山口 洋典氏 
2. 「インドネシア関連のこれまでの活動

まとめ」  
講師：本藍染雅織工房代表 中西 秀

典氏 
3. 質疑応答 

講師より、京都府とジョグジャカルタ特別

州の友好都市関係をきっかけに始まった、

ジョグジャカルタ野蚕を用いた織物の復

興活動支援について紹介を受けました。  
講義を受け、製品の販売予測やマーケティ

ング手法に関する質問がありました。ま

た、「インドネシアで、バティック・シャツ

がフォーマル服であることについて日本

人はどう思うか」等、日本人が持つバティ

ックへの印象に関する意見もありました。 
以下 6 日間の参加人数：8 名（以下のプログラムは他のプログラムと合同で実施） 
2022 年 
3 月 2 日

～ 

【動画視聴】 
1. 外務省挨拶 
2. 南三陸町からのメッセージ 
3. ホストタウンの取り組み 

プログラムへの理解を深めるため、参加者

は日本やプログラムに関する動画を視聴

してから参加しました。 

2022 年 
3 月 9 日 
東京都 

【オリエンテーション】【ウェビナー・質

疑応答】 

1. オリエンテーション 

① 開会、挨拶 

在インドネシア日本国大使館 

プログラムにおける参加者の役割・ミッシ

ョンついての説明を、頷きながら熱心に聴

講していました。また、メモをとっている

参加者も多数おり、とても真剣な様子でし

た。質疑応答では、「日本では高齢化が問題
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広報文化部 二等書記官 

磯村 真太郎氏 
② JENESYS 概要説明 

③ プログラム内容、ミッション説明 

2. 日本理解講義 

① 講義「Japan Today」 

講師：SIMA 国際経営研究所 所長 

木村 秀夫氏 

② 質疑応答 

③ 集合写真撮影 

3. グループオリエンテーション 

① 自己紹介、グループリーダー、副リ

ーダーの選出 

② 日程紹介 

4. アクション・プラン概要説明 

になっているが、政府はどのような対策を

行っているか」等の質問がありました。こ

の他、日本について、優れたアニメやゲー

ムが身近な存在であったことの他、「桜が

美しい国という程度の知識でしたが、歴

史、文化、戦後の経済発展などの概要を知

ることができた」との意見がありました。 

 

2022 年 
3月10日 
北海道小

樽市 

【自治体視察】 
1. 小樽市魅力発見バーチャルツアー 

① 小樽堺町通り 
② ドローンを用いての小樽海岸エリア

ツアー 
③ 小樽運河 

2. 集合写真撮影 
3. グループごとの振り返り 

案内人の話のテンポが良く豊富な情報が

紹介され、参加者は熱心に聞き入っていま

した。また、所々のクイズでは参加者が興

味深く参加し、ツアー中には、小樽市への

行き方、小樽市の最も美しい季節、名物料

理、市民の職業やニシン漁について、たく

さんの質問や感想がありました。 

2022 年 
3月 11日 
北海道 

【テーマ交流・視察】 
1. プログラムの説明、講師紹介 

2. 講義 

「災害報道と記者―北海道からインド

ネシアへ」 

講師：株式会社北海道新聞社 担当部 
3. 質疑応答 

4. 参加者からの感想 

5. 集合写真撮影 

国が違ったとしても、ジャーナリストとし

て抱えるジレンマは同じであることから、

災害発生時の取材されたくない被災者と

ジャーナリストの対応や、紙媒体としての

新聞とオンラインメディアの地位比較、号

外の重要性などの質問が出ました。また、

災害報道という側面においては習慣の違

いなどによる相違点もあり、参加者は興味

をそそられるだけでなく、多くを学んでい

る様子でした。 
2022 年 
3月12日 
北海道 

【ホームビジット交流】 
1. 北海道滝川市紹介 
2. ホストファミリー紹介（4 家庭） 
3. ホームビジット交流 
4. 集合写真撮影 

地域紹介では、参加者の属性に合わせて地

元メディア企業の紹介動画を流し、参加者

は興味を持った様子でした。また、ホーム

ビジットでは各家庭工夫を凝らし参加者

を歓迎してくださり、終始笑顔があふれる
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5. グループごとに振り返り 和やかな雰囲気で行われました。参加者

は、日本の文化全般と日本の報道について

関心を寄せており、その他にも日本人の日

常生活や習慣についての質問がありまし

た。 
ホームビジット終了後は、他の家庭ではど

のように過ごしていたのかを参加者間で

報告し合っており、どのグループも大変楽

しく満足していたことが分かりました。 
2022 年 
3月15日 
東京都 

【報告会】 
1. 開会 
2. グループ別発表 
3. 講評 SIMA 国際経営研究所 所長 

木村 秀夫氏 

4. JICE からのお知らせ、閉会 

参加者同士で事前に役割分担を決め、SNS
で連絡を取り合っていたため、当日もスム

ーズに進みました。 
初日の講師からの講評を受けることがで

き、喜んでいる様子でした。 

 
２．記録写真  

  
2021 年 10 月 6 日【ウェビナー・質疑応答】 
一般社団法人てこらぼ 

2021 年 10 月 6 日【ウェビナー・質疑応答】 
本藍染雅織工房のインドネシア関連事業 

  

2022 年 3 月 9 日【日本概要講義・質疑応答】 2022 年 3 月 9 日【オリエンテーション】 

  
2022 年 3 月 10 日【小樽堺町通りのライブ視察】 2022 年 3 月 10 日【小樽上空からの地域視察】 
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2022 年 3 月 11 日【メディア関係者交流：ウェビナー、意見交換】北海道新聞社 

  
2022 年 3 月 12 日【ホームビジット交流】 
地域紹介 

2022 年 3 月 12 日【ホームビジット交流】 

  
2022 年 3 月 15 日【報告会】 
アクション・プランを発表する様子 

2022 年 3 月 15 日【報告会】 
集合写真 

 
３．参加者の感想（抜粋） 

 このプログラムは大変面白かったです。京都とジョグジャカルタが長く友好都市であったことな 
ど初めて知ることが多かったです。今後も継続し、日本―インドネシア間の友好関係がさらに緊

密になることを願います。   
 今日オンラインプログラムに参加できてよかったです。講師のお二人には、日本でバティックを 
広めてくださっていることに感謝の気持ちを伝えたいです。日本で今後もバティックが受け入れ 
られ、日本人に好まれる物であってほしいです。 
 このイベントに参加し、日本を訪問したいと強く思いました。実際に足を運んだ際には、また違 
った印象を受けると思います。 
 オンラインプログラムとしては良かったです。また、実際に訪日したいと思いました。 
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４．受入れ側の感想（抜粋） 
 講師 

的確な問題点を捉えた質問を受け、講義をよく聞いてくださったと思いました。色々と JICE の皆さ

まのサポートを頂きました、感謝しております。ありがとうございました。 

 協力団体担当者 

JICE の担当者と十分連携を取りながら当日を迎えることができ、安心して対応することができまし

た。初めてオンラインホームビジットを実施し、対面での実施ではない事への不安を持っていまし

たが、通訳の方も交えての交流に対する参加家庭の満足度が非常に高く、実施できて良かったです。 
 ホストファミリー 

ホームビジットを受けるにあたって、今までほとんど知らなかったインドネシアという国について

子供たちと一緒に調べることができたのはとても貴重な機会でした。また雪を見たことがないイン

ドネシアの方々とお話し、予想しなかった質問などもありとても興味深かったです。 
 
５．参加者の対外発信 

  
2021 年 10 月 6 日（Instagram） 
「バティックとジャパンブルー（藍染）」という

テーマの JENESYS オンラインクラス（ウェビ

ナー）に参加しました。インドネシア人のバテ

ィック愛が、講師お二人が日本人にバティック

を紹介する情熱に負けませんように。 

2021 年 10 月 6 日（Facebook） 
このような機会を下さり、ありがとうございま

す。 ジョグジャカルタと京都の良好な関係が続

くことを願っています。 
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2022 年 3 月 11 日（Facebook） 
ジャーナリズムの発展に関わる若手ジャーナリ

ストの一人として JENESYS プログラムに参加

する機会を得ることができ、とても嬉しく思っ

ています。JENESYS プログラムとは、日本政府

が推進する国際交流プログラムの一つで、日本

とアジア太平洋各国・地域間における人の交流

を行っています。JENESYS プログラムは、例年

は実際に訪日するという形で実施されていま

す。しかしながら、世界中で新型コロナウイル

ス感染症が未だ問題になっているため、この 2
年間のプログラムはオンラインで開催されてい

ます。JENESYS プログラムに参加して、私は日

本について多くを学びました。文化に始まり、

映画、日本の地理や町の美しさなどです。再度

このプログラムに参加できること、次回は実際

に日本に行けることを願っています。 

2022 年 3 月 14 日（Facebook） 
日本政府は JENESYS プログラムを再開しまし

た。状況により、日本を実際に訪れることはで

きないため、今年の JENESYS プログラムはオ

ンラインで開催されることになりました。 
オンラインでの交流ではありましたが、ワクワ

クしました。日本の街や家族をリモートで訪問

し、雰囲気を楽しむことができました。日本の

家族の皆さんは親切で、温かく迎えていただき

ました。状況が落ち着いたら、すぐにでも日本

に飛んで行きたいです。 
こちらが 3 月 9 日から 12 日まで開催された講

義やツアーの記録の一部です。3 月 15 日には参

加グループが最終発表をすることになっていま

す。 
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６．最終報告会でのアクション・プランの発表 

 

 

 実施理由：情報の普及 
 

 実施する者：グループメンバー 
 

 実施時期：2022 年 3 月末～4 月初旬 
 

 実施方法：Instagram アカウントのフォロワー

に対し、JENESYS プログラムで得た情報や自

分たちがインターネットで探した情報について

発信します。 

 
実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 


